
家屋評価要項様式 2号 

固 定 資 産 税 分 離 課 税 申 請 書 

  年  月  日 

鶴 岡 市 長  様 

本体家屋所有者 

住    所 

氏 名（名称）              ㊞ 

電 話 番 号   

分離課税物件の所有者 

住        所 

氏  名（名称）                             ㊞ 

電 話 番 号 

 

家屋本体の所有者と内外装等及び建築設備等家屋の付帯設備の所有者が異な

っていますので、これら家屋の附帯設備を家屋本体と分離して償却資産として

取扱われますよう申請します。 

家 屋 所 在  

家 屋 番 号  総 床 面 積 ㎡ 

構     造  用 途  

ビル名称等  屋 号 等  

階       室          階         室 

契約年月日  営業開始年月日  



家屋評価要項様式 2号(裏面) 

 

分離課税を申請する具体的な物件の内訳 

資産の名称 取得年月日 取 得 価 格 耐 用 年 数 備   考 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

 

（申請にあたっての注意） 

１ 賃貸ビル等の場合は、家屋平面図に賃貸部分を赤線で表示し添付すること。 

２ この申請書は分離課税物件の所有者ごとに提出すること。 

３ 所有者の異動があった場合は新たに申請書を提出すること。 

４ 分離課税物件については、家屋所有者と分離課税物件所有者の両者協議の

上記入すること。 

５ 分離課税物件所有者は、当該物件を翌年 1月 31日まで償却資産（構築物）

として、他の償却資産と合わせて申告すること。 

６ 賃貸ビル等の場合で、事業用の改装等を行った場合は、償却資産として申

告すること。 

 

 


